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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 平成27年12月25日(金)17時00分〜18時00分に、九州大学医学部保健学科本館6番講義室において、

九州大学大学院医学系学府保健学専攻・上田康之君の博士学位論文審査が行われた。論文名は「磁

気共鳴画像を利用した生体認証に関する研究」であり、頭部MRI画像を用いて生体認証を行い、患者

誤認を防止する方法の確立を目指した研究である。  

 第1章で研究の背景として医療事故と患者本人の確認の重要性が挙げられ、第2章で本研究の主体

である、頭部MRIの位置決め画像を用いた生体認証技術の確立が述べられている。臨床検査として頭

部MRIを2回施行された730名の頭部MRI画像を用いて、矢状断 5 断面 (左側頭葉、右側頭葉、左視神

経、右視神経、正中) 、冠状断3断面 (視神経、視交叉、内耳道) 、水平断 3断面 (内耳道、大脳基

底核、外側溝) の合計 11 断面における、２回検査間の画像類似度を本人同士、他人同士でそれぞ

れ算出している。また、背景疾患（脳腫瘍、脳血管障害、その他）や介入治療の種類（外科手術、

内科治療、経過観察）ごとの解析も行っている。結果は、大脳基底核の水平断以外は本人同士の画

像類似度が高く、生体認識の性能が高い結果であり、特に内耳道の水平断が最も優れていた。背景

疾患ごとの評価では脳腫瘍患者で、介入治療の種類ごとの評価では外科手術前後で、本人拒否率が

高い結果であった。第3章で臨床応用として医用画像を利用した生体認識技術の有用性として、医用

画像をPACSに登録する前に患者誤認識、誤登録の検出・修正が行える点を挙げている。また、医療

従事者による患者確認の限界と本手法の有用性も強調している。本手法は位置決め情報のみを使用

しているため、検査中での患者誤認識の検出も可能で、造影検査など本検査前に修正できるという

利点も考えられる。第4章は結論と今後の課題として、異なるMRI装置間での検証や加齢による脳萎

縮や外科手術など脳の形態変化を伴う患者での性能向上などが述べられている。本研究では頭部MRI

検査を受ける患者に特化した生体認証技術であり、他部位の検査には応用できない。従って、腹部

など他部位MRIでの生体認証技術の確立も将来の課題としては挙げられる。 

 本研究で示された手法は、頭部MRI検査の位置決め画像を使用しており、すべての頭部MRI検査画

像から得られる情報であり、非常に汎用性の高い手法と言える。医療従事者による患者確認には限

界があり、医療事故防止の観点からも臨床的に大変重要な研究と考えられる。背景から目的設定、再

現性の高い方法、結果に対する十分な考察と問題点の提起、将来の研究での解決案まで提示されて

おり、審査において調査委員が行った質問にも適切な解答が得られており、調査委員の合議の結果、

本論文は博士(保健学)の学位に値するものと認める。 


